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1.　研究の背景と目的
　多くのメディアで 2016 年は「VR 元年」と呼
ばれる年であった．実際，Oculus Rift， PlaySta-











光にもみられる．Jaime Kaminski は The SAGE 
International Encyclopedia of Travel and Tour︲
ism（2016, Los Angeles : SAGE Publications）の






































立教観光学研究紀要　　 第 21 号　　2019 年 3 月
St. Paul ʼs Annals of Tourism Research No.21 Marchʼ19
pp.49-50.
— 50 —
St. Paul’s Annals of Tourism Research （SAT） No.21










　また，Guttentag（2010, virtual Reality : Appli-
cations and Implications for Tourism, Tourism 




　第 3 章ではその Guttentag の 6 分類を用い，現
在の日本の観光 VR の分類を行なった．
　その結果，Guttentag の分類に加え新たに観光
の 1 要素である「買い物」においても，VR が利
用されていることがわかった．そのほか Gutten-



















　図 1 の Aʼ は A の完全なる再現，つまりイコー
ルであることを意味しており，「完全なる」代替
として考えられる．しかし，VR は完全なる代替
を目的とするのではなく，ある目的を達成するた
めに，重要な要素の部分を抽出したものが VR で
あり，下の図が相当する．では，本論文の問いで
ある「VR が観光にどのような影響を与えている
のか」であるが，それは「VR によって観光は促
進される」と述べることができる．3 章で考察し
た事例は大きく分けると，2 つに分けることがで
きた．それは「観光に送客するタイプ」と「観光
地での楽しみを拡張するタイプ」である．つまり
どちらも観光の文脈における VR は観光地そのも
のがあって初めて成り立つものであり，決して，
観光を阻害するものではない．観光地への送客を
目的としているタイプに関しては観光客の増加に
つながるものであり，観光地の楽しみを拡張する
タイプに関しては観光先での満足度を高めるもの
である．どちらも観光地ありきのもので，観光を
代替するのではなく，むしろ促進しているという
ことができよう．■
図 1　VR の機能模式
